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★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 

1. 最近の検査命令における実施項目           (2020年 6月中旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

6/11 
ベトナム産 

きだちとうがらし 
ヘキサコナゾール 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000639070.pdf

（基準値 0.01 mg/kg – ppm） 

6/15 中国産にんじん トリアジメノール 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000640115.pdf 

（基準値 0.1 mg/kg – ppm） 

 

2. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％)  

     （2020 年 6月上～中旬） 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

6/5 タイ産マンゴー シペルメトリン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000637507.pdf 

（基準値 0.03 mg/kg – ppm） 

6/11 ベトナム産バナナ フィプロニル 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000639077.pdf 

（基準値 0.005 mg/kg – ppm） 

 

3. タイ産品の輸入違反事例                  （2020年 5 月下旬～6 月中旬） 

日付 品名 違反内容 基準 検査の種類 

5/29 生鮮ドリアン 
プロシミドン 

0.02 mg/kg - ppm 検出 
0.01  

mg/kg - ppm 
検査命令 

6/5 生鮮マンゴー 
シペルメトリン 

0.04 mg/kg - ppm 検出 
0.03  

mg/kg - ppm 
モニタリング検査 

6/12 
無加熱摂取冷凍食品： 
マンゴー 

大腸菌群 陽性 陰性 自主検査 

 

★ EFSA 農薬の累積リスク報告書を公表 
EFSA(European Food Safety Authority, 欧州食品安全機関)は食品中の複数の残留農薬がヒトに引き起

こすリスクについて、2つのパイロット評価の結果を公表しました。 

甲状腺系への慢性的な影響と神経系への急性的な影響を検討した評価は、EFSA とオランダ国立公衆衛

生環境研究所(RIVM)との複数年にわたる共同研究の集大成で、この文書は EFSAが国立機関・学会・非

政府組織・事業者団体を含む様々な関係者から、2ヵ月にわたるフィードバック・協議の後に最終化さ

れています。この 2つの評価は、食事からの累積暴露による消費者リスクは、確実性が多様であるもの

の、評価対象となったすべての人口集団で規制措置を行うきっかけとなる閾値以下であると結論付けて

います。EFSA は現在欧州委員会と包括的実行計画を決めており、他の器官や身体の機能に関する農薬

の影響を含む評価を今後数年にわたり検討していくとのことです。 

背景：この評価で検討された物質は、農薬を「累積評価グループ（CAGs）」に分類するために特別に考

案された方法論を用いて、EFSAの農薬専門家が特定しています。食品中の農薬の最大基準値(MRLs)に

関する EUの規制は「MRLsに関する決定はその影響を評価するための方法論が入手可能になり次第、農

薬の累積影響を考慮するべき」と規定しています。また、農薬の販売を扱う規制は、農薬はヒトに累積

影響を含む有害影響があってはならないと規定しています。 

<EFSA Pesticides: first cumulative risk reports published> 
http://www.efsa.europa.eu/en/news/pesticides-first-cumulative-risk-reports-published 

 

※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.508の発行は、2020年 7月 10 日とさせて頂きます。 
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